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【概要】 

  国土交通省航空局は、全国にＶＯＲ／ＤＭＥ、ＶＯＲＴＡＣ（以下「ＶＯＲ／ＤＭＥ施

設等」いう）を設置し、航空管制技術官がこれら施設に関する工事の設計、施工、運用及び

保守を実施している。 

現在、運用されているＶＯＲ／ＤＭＥ施設等の無線機器は、高性能化、保守性、信頼性の

向上に伴い、従来の電子管から固体化され、半導体素子を中心とした電子部品により構成さ

れている。 

しかし、これらの無線施設が雷撃を受けると、⾧時間にわたり運用が停止し、航空保安業

務や航空機の運航に影響を及ぼすことがある。 

国土交通省航空局が設置するＭＤＰ（保守情報処理システム）のデータを基に、ＶＯＲ／

ＤＭＥ施設等の過去８年間の雷害状況を分析したところ、ＴＡＣＡＮ装置が最も被害を受

けやすいこと、ＶＯＲ／ＤＭＥ施設等が被雷した場合、ＶＯＲ装置にその被害が集中し、Ｄ

ＭＥ装置には障害が少ないこと、障害は無線機器本体の他、付帯機器にも多いことが判明し

た。 

本稿は、過去のＶＯＲ／ＤＭＥ施設等の雷害状況から、被害の多い装置、被害の傾向、更

にその装置のどの部位に被害があるのかある程度の傾向を明確にすることができたことか

ら、今後のこれら施設等の機器設計及び施工における雷害対策上の指針となることを目的

するものである。 


